





















































が高い年代は 25歳～ 39歳です。この 25歳～ 39歳
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19 歳以下の人口と、2010 年を比較すると 48％減の
52％です。半世紀で約半分になってしまっています。
その理由は、子どもを産む 25 歳～ 39 歳の女性が半




























































































































1970 年から 2013 年までの期間の企業営業余剰の












































































2005 年までの 50 年間で、物価上昇を除く実質ベー
スで約 10 倍に増加しています。人口の伸びより 10
倍上回って財政が推移してきた。同時期の 1955 年～
2005 年まで 50 年間における 1人当たり租税収入の
増加はどの程度あったかというと、やはり実質 10倍











































































































































































































































































































































































































































































































も 40 ～ 50 分です。十分に通勤できます。日本だと
40 キロだと、まず絶対に通勤できません。それは山
また山のつくりだからです。ヨーロッパはまっ平らだ
からです。この違いです。
そうすると、一つの方法として、工場労働者や都市
住民も一緒に混住してもらうことによって、農村地帯
の集落の保全を図っていくのに、一番大事なのは何か
というと、どこまで通勤時間や距離を短縮できるかで
す。時間と距離が短縮できれば、そこに工場労働者が
混住する可能性が非常に高くなります。実際に、何が
一番ネックになっているのかというと山ですから、ト
ンネル 1本抜いただけで農村からの通勤距離が一挙
に広がります。平均車速が上がるので、高速道路より
も効果があります。
金沢、富山、石川についてですが、今度の新幹線は
逆効果でしょう。なぜ、あそこに地場産業が栄えたの
でしょうか。それは工場進出が少なかったからです。
なぜ工場進出がなかったのでしょうか。不便だったか
らです。雪で閉ざされて不便だったから、大都市から
工場が行かなかったのです。だから、地場産業が残っ
て発展したわけです。今度、豊かになって便利になる
とわかりません。その意味で、ちょっと先行きを案じ
ます。
しかし、大事なのは高速道路ではなくて域内道路で
す。平均車速がどれだけ上がるかです。一番はトンネ
ルです。高速道路をつくるお金があったらトンネルを
掘るべきだと思います。
かなり雑佀な話になりましたが、これからの人口減
少を控えて、何をやっていけばいいのか、地方・地域
はどうしていけばいいのかについて、提言を申し上げ
ました。どうもありがとうございました。
